
愛媛県水道広域化推進プラン検討委員会 第５回部会 議事概要 

 

<東予ブロック> 

日 時 令和４年２月 14日（月）15：00～ 

場 所 WEB会議 

参加者 

県 ：総務部総務管理局市町振興課、県民環境部環境局環境政策課、 

   東予地方局地域政策課 

市町：今治市、新居浜市、西条市、四国中央市、上島町 

オブザーバー：有限責任監査法人トーマツ、株式会社日水コン 

 

 

<中予ブロック> 

日 時 令和４年２月 15日（火）14：00～ 

場 所 WEB会議 

参加者 

県 ：総務部総務管理局市町振興課、県民環境部環境局環境政策課、 

   中予地方局地域政策課 

市町：松山市、伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町 

オブザーバー：有限責任監査法人トーマツ、株式会社日水コン 

 

 

<南予ブロック> 

日 時 令和４年２月 17日（木）15：00～ 

場 所 WEB会議 

参加者 

県 ：総務部総務管理局市町振興課、県民環境部環境局環境政策課、 

   南予地方局地域政策課 

市町：宇和島市、八幡浜市、大洲市、西予市、内子町、伊方町、松野町、鬼北町、 

愛南町、南予水道企業団、津島水道企業団 

オブザーバー：有限責任監査法人トーマツ、株式会社日水コン 

 

会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 



３ 県（市町振興課）からの説明 

 ・今後のスケジュール等について 

４ 有限責任監査法人トーマツ等からの説明 

 ・「愛媛県水道広域化推進プラン（仮称）」（案）について 

５ 意見交換 

６ 閉会 

 

 

県（市町振興課）説明事項  

・今後のスケジュール等について説明を実施 

 昨年度の検討では 2,800億円程度の収支不足が生じるという検討結果であったが、今

年度は広域化した場合、400億円程度のコストを抑えることができるという結果になっ

た。 

残りの 2,400億円等については料金改定等の対応が必要になるため、引続き広域化等

について協議を続けていきたいと考えている。プランの記載の方向性について御意見が

あったら伺いたい。 

 

 

トーマツ説明事項  

・「愛媛県水道広域化推進プラン（仮称）」（案）について説明を実施 

 

 

意見交換 

各団体において既に連携して実施している具体的取組事例はないか。 
 ①災害時等の応援体制については、日本水道協会を中心とした応援体制を構築している。 

愛媛県支部で３年に１回の訓練を実施（別に中四国支部でも実施）。 

 ②研修会については日本水道協会を中心に事務・技術研修会を実施。 

（令和３年度は WEB 研修を実施） 

 ③愛媛県主催の総合防災訓練に、日本水道協会愛媛県支部として参加。 

 

「愛媛県水道広域化推進プラン（仮称）」（案）について 
〇概要版については、できるだけシンプルなものが良い。 

⇒ 案段階では４枚で作成していたができるかぎり少ない枚数に修正する。 

 

 〇削減金額は明らかになっているが、どのようなステップを踏んで削減をしていくのか。 

 ⇒ 具体的な方策については、今後の協議で検討していきたいと考えている。 



 〇具体的事項は、水道基盤強化計画に引継ぐとしているが、水道基盤強化計画の策定は何

年度を目途に考えているか。 

 ⇒ 現状、プランが検討中であり、水道基盤強化計画をいつ策定するかについては検討中

である。 

各市町でプランについて御理解いただいた上で、今後、水道基盤強化計画については

検討していきたいと考えている。 


